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は
じ
め
に

　
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
一
般
、
な
い
し
国
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
（
2
）

ル
・
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
つ
い
て
も
検
討
を
要
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
す
で
に
一
部
の
学
者
や
試
案
等
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
事
例
や
実
蹟
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
今
回
は
、
筆
者
の
経
験
を
少
々
ご
紹
介
し
た
い
と
思
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特別寄稿

う
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
教
材
と
し
て
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
こ
こ
で
は
理
論
よ
り
も
、
実
際
面
に
重
点
が
あ
る
。

　
行
政
管
理
庁
の
「
日
本
に
お
け
る
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
構
想
」
の
な
か
で
、
地
域
的
に
発
生
す
る
問
題
を
処
理
す
る
た
め
、
地
方
レ
ベ
ル

の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
設
置
の
要
否
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
り
、
恐
ら
く
こ
の
構
想
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
昭
和
五
十
八
年
の
四
月
に
、

鹿
児
島
等
数
カ
所
の
行
政
監
察
局
に
「
苦
情
処
理
委
員
会
」
が
開
設
さ
れ
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
ま
で
四
年
間
、
地
方
に
お
け
る
行
政
に
対
す

る
苦
情
処
理
の
仕
事
に
筆
者
も
加
わ
っ
て
き
た
。
筆
者
も
鹿
児
島
の
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
実
蹟
の
要
点
を
ご
紹

介
し
た
い
と
思
う
。
こ
の
委
員
会
は
当
時
の
新
聞
に
は
「
ミ
ニ
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
テ
ス
ト
ケ
ー

ス
で
あ
っ
て
本
格
的
な
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
で
は
な
い
が
、
ロ
ー
カ
ル
的
な
制
度
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。
な
お
、
地
方
単
位
の

も
の
と
し
て
は
、
カ
ナ
ダ
の
州
単
位
の
も
の
や
ア
メ
リ
カ
の
都
市
単
位
の
も
の
な
ど
多
く
の
例
が
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
委
員
会
の
目
的
は
、
「
運
営
要
領
」
に
よ
れ
ば
「
苦
情
及
び
要
望
、
意
見
の
処
理
等
に
民
問
有
識
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
公
平
性
、
中
立
性
及
び
的
確
性
の
一
層
の
確
保
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
的
立
場
に
立
っ
た
行
政
監
視
、
苦
情
救
済
活
動
を
効

果
的
に
推
進
す
る
」
こ
と
に
あ
る
。
委
員
の
構
成
は
、
民
間
人
3
、
監
察
局
長
及
び
行
政
相
談
委
員
1
か
ら
な
り
、
付
議
す
る
の
は
、
民
間
有

識
者
の
意
見
を
徴
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
事
案
の
ω
苦
情
処
理
の
あ
っ
せ
ん
、
監
察
に
着
手
す
る
こ
と
が
適
切
か
否
か
を
判
断
す

る
た
め
に
必
要
な
場
合
、
ω
あ
っ
せ
ん
、
監
察
の
効
果
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
場
合
で
あ
っ
た
。
又
、
意
見
聴
取
事
項
と
し
て
は
、
苦
情

処
理
の
観
点
の
み
な
ら
ず
、
行
政
監
視
の
観
点
か
ら
、
行
政
運
営
又
は
行
政
制
度
の
改
善
方
策
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
等
新
た
な
苦
情
救
済
制

度
の
必
要
性
、
監
察
テ
ー
マ
の
選
定
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
委
員
会
の
審
議
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
行
政
監
察
局
は
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
う

え
で
、
委
員
会
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
措
置
と
し
て
は
、
所
見
表
示
、
通
知
、
勧
告
、
あ
っ
せ
ん
、
監
察
移
行
、
公
表
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
、
要
望
は
数
限
り
な
く
あ
り
、
委
員
会
が
検
討
し
た
事
案
は
そ
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
行
政
相
談

等
で
は
解
決
困
難
な
複
雑
な
事
例
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
国
道
二
二
〇
号
線
の
バ
イ
パ
ス
建
設
用
地
の
管
理
、
重
複
し
て
払
い
下
げ
ら
れ
た
土
地
の

是
正
、
車
検
書
類
の
閲
覧
拒
否
、
農
地
転
用
に
係
る
県
の
許
可
事
務
、
畑
地
造
成
に
伴
う
災
害
危
険
か
所
の
安
全
対
策
、
保
育
所
運
営
の
用
に

供
す
る
予
定
で
あ
っ
た
土
地
へ
の
固
定
資
産
税
課
税
、
鉄
道
踏
切
の
設
置
の
要
望
、
往
復
ハ
ガ
キ
の
種
類
に
つ
い
て
の
一
般
へ
の
周
知
徹
底
、

第
一
種
住
居
専
用
地
域
に
建
て
ら
れ
た
違
反
建
築
物
か
ら
の
深
夜
騒
音
の
規
制
、
国
庫
補
助
事
業
で
あ
る
暗
渠
排
水
工
事
実
施
後
の
排
水
不
良

に
よ
る
補
完
工
事
の
請
求
、
溜
池
所
有
権
の
帰
属
の
明
確
化
、
軽
車
両
等
運
送
事
業
の
届
出
書
の
受
理
要
求
、
中
断
し
て
い
る
宅
地
造
成
の
早

期
完
了
、
厚
生
年
金
基
金
の
掛
金
滞
納
に
よ
る
財
産
差
押
え
、
シ
ラ
ス
採
取
に
よ
っ
て
取
壊
わ
さ
れ
た
承
水
路
、
農
道
の
復
旧
の
あ
っ
せ
ん
、

伝
染
病
隔
離
病
舎
の
管
理
運
営
の
親
病
院
へ
の
委
託
要
請
、
交
通
事
故
等
に
よ
っ
て
損
傷
し
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
修
復
、
官
有
地
と
民
有
地
の

境
界
の
明
確
化
、
所
有
権
の
不
明
確
な
土
地
を
敷
地
と
し
て
学
校
法
人
の
設
立
を
認
め
た
こ
と
に
対
す
る
措
置
要
求
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
こ
の
四
年
間
に
鹿
児
島
行
政
監
察
局
苦
情
処
理
委
員
会
で
審
理
し
た
事
案
は
以
上
の
よ
う
な
事
案
約
三
十
件
で
あ
り
、
内
容
は
農
地
問
題
、

道
路
間
題
、
課
税
問
題
、
補
助
事
業
間
題
そ
の
他
の
社
会
問
題
等
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
・
で
は
特
に
ご
参
考
に
な
り
そ
う
な
事
案
の
内
容
を

ご
紹
介
す
る
。

二
　
事
例
1

（
事
例
1
）
車
検
書
類
の
閲
覧
拒
否
に
関
す
る
申
し
出
。
（
鹿
児
島
市
）

　
あ
る
自
動
車
販
売
会
社
の
社
員
か
ら
、
車
の
車
検
日
を
調
べ
る
た
め
、
陸
運
事
務
所
で
関
係
書
類
の
閲
覧
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
近
時
事
務

所
で
は
調
査
に
協
力
し
な
く
な
っ
た
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　
調
査
の
結
果
、
陸
運
事
務
所
で
は
、
從
来
は
車
検
書
類
の
閲
覧
は
法
令
上
の
根
拠
が
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
事
務
所
の
判
断
で
閲
覧
さ
せ
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て
い
た
が
、
昭
和
五
十
七
年
に
な
っ
て
閲
覧
申
請
件
数
が
急
増
、
一
日
平
均
数
百
件
に
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
車
検
書
類
の
な
か
・
ら
、
該
当

車
の
受
検
日
を
調
べ
る
こ
と
は
、
現
在
の
職
員
数
で
は
と
て
も
不
可
能
な
の
で
、
閲
覧
に
応
じ
な
い
こ
と
に
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
事
例
は
①
の
法
令
に
根
拠
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
事
務
を
ど
こ
ま
で
や
る
べ
き
か
②
個
人
の
利
益
と
行
政
機
関
の
利
益
が
相
反
す
る
場
合
に
、

当
局
の
あ
っ
せ
ん
の
視
点
を
ど
こ
に
置
け
ば
よ
い
か
の
問
題
を
提
供
し
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
は
、
委
員
会
で
検
討
の
末
、
次
の
処
置
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
①
こ
の
問
題
は
納
税
に
も
関
係
が
あ
る
の
で
、
今
後
の
取
扱
い

を
県
税
事
務
所
と
協
議
し
②
納
税
に
係
る
閲
覧
以
外
に
つ
い
て
は
自
動
車
販
売
会
社
と
協
議
す
る
。
③
部
内
の
事
務
処
理
基
準
を
設
け
て
、
窓

口
を
統
一
す
る
こ
と
で
解
決
し
た
。

三
　
事
例
2

（
事
例
2
）
農
地
転
用
に
係
る
県
の
許
可
事
務
に
納
得
で
き
な
い
。
（
姶
良
町
）

　
甲
は
乙
に
対
し
昭
和
四
十
九
年
に
姶
良
町
の
農
地
五
六
九
㎡
を
農
地
法
三
条
（
農
業
委
員
会
の
許
可
）
の
手
続
き
を
得
ず
に
売
却
し
、
条
件

付
権
利
移
転
の
仮
登
記
を
行
っ
た
。
乙
は
所
有
権
取
得
後
死
亡
し
た
た
め
妻
乙
が
相
続
し
、
自
宅
建
築
の
計
画
で
昭
和
五
十
五
年
六
月
に
農
地

法
五
条
に
よ
る
転
用
許
可
を
受
け
、
同
年
七
月
に
移
転
登
記
を
行
っ
た
。
乙
は
、
五
十
五
年
七
月
に
再
婚
し
た
が
、
資
金
難
か
ら
不
動
産
業
者

の
い
う
ま
・
に
、
同
じ
く
五
十
五
年
七
月
に
造
園
業
者
丙
に
売
却
し
、
丙
は
直
ち
に
仮
登
記
を
行
な
っ
た
。

　
申
し
出
人
で
あ
る
丙
は
、
当
該
農
地
を
資
材
置
場
と
す
る
た
め
、
農
地
法
五
条
の
事
業
計
画
変
更
申
請
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
県
で
は
、
乙

か
ら
丙
へ
の
売
買
は
農
地
転
用
許
可
後
八
日
と
い
う
短
期
間
で
あ
り
、
「
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
事
業
計
画
に
從
っ
て
事
業
の
用
に
供
す
る
こ

と
」
と
あ
る
許
可
条
件
に
反
す
る
悪
質
な
転
売
で
あ
る
と
し
て
、
乙
に
対
す
る
転
用
許
可
を
取
り
消
し
、
改
め
て
甲
丙
問
の
農
地
法
五
条
の
申

請
を
行
な
う
よ
う
に
行
政
指
導
を
行
な
っ
た
。
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し
か
し
、
丙
と
し
て
は
、
当
該
農
地
に
は
す
で
に
丙
債
務
の
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
甲
ま
で
遡
っ
て
登
記
を
戻
す
の
は
容
易
で
は
な

い
。
又
、
当
該
農
地
は
農
業
振
興
地
域
か
ら
除
外
さ
れ
て
お
り
、
農
地
の
転
用
を
し
て
も
支
障
の
な
い
地
域
な
の
で
、
事
業
計
画
変
更
申
請
を

認
め
て
ほ
し
い
、
と
い
う
内
容
の
申
し
出
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
件
の
、
処
理
方
針
と
し
て
は
、
耕
作
を
目
的
と
し
な
い
農
地
の
転
売
が
現
在
多
く
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
本
件
の
特
例
を
認
め
る
と

法
の
適
正
な
運
用
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
、
申
出
人
の
主
張
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
意
見
が
強
く
、
行
監
は
、
そ
の
説
明
を
し
て
、

あ
っ
せ
ん
を
打
ち
切
っ
た
が
、
県
で
は
、
申
出
人
に
も
理
由
が
あ
る
と
し
て
、
始
末
書
を
提
出
さ
せ
た
上
で
許
可
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
　
事
例
3

ローカル・オンブズマンの試み

（
事
例
3
）
往
復
ハ
ガ
キ
の
種
類
に
つ
い
て
の
一
般
へ
の
周
知
徹
底
。
（
鹿
児
島
市
）

　
申
出
人
は
郵
便
局
で
往
復
ハ
ガ
キ
七
十
枚
を
買
っ
た
と
こ
ろ
、
折
り
た
・
ま
れ
た
ハ
ガ
キ
が
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
を
印
刷
所
に
印
刷
の
依
頼
を

し
た
と
こ
ろ
、
折
り
た
・
ま
れ
た
ハ
ガ
キ
は
印
刷
で
き
な
い
の
で
、
折
ら
れ
て
い
な
い
ハ
ガ
キ
に
交
換
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
印
刷
所
は
ハ
ガ

キ
の
交
換
手
数
料
一
枚
十
円
を
納
入
し
て
交
換
の
上
印
刷
し
た
。
制
度
上
交
換
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
又
、
郵
便
局
は

窓
口
で
ど
ち
ら
を
所
望
す
る
か
を
聞
く
よ
う
に
指
導
し
て
ほ
し
い
。
と
い
う
申
出
人
の
内
容
で
あ
る
。

　
郵
便
局
側
で
は
、
現
在
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
は
折
ら
れ
た
も
の
と
折
ら
れ
な
い
も
の
の
二
種
類
が
あ
り
、
制
度
上
、
切
手
や
ハ
ガ
キ
を
交
換
す

る
場
合
、
書
き
損
じ
や
汚
損
の
有
無
に
か
・
わ
ら
ず
、
有
料
で
交
換
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
の

P
・
R
・
不
足
は
認
め
た
。

　
こ
の
件
は
、
検
討
の
末
、
郵
便
局
に
、
ハ
ガ
キ
の
種
類
に
つ
い
て
の
広
報
や
窓
口
で
の
教
示
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
す
る
、
地
方
監
察

に
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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五
　
事
例
4

（
事
例
4
）
第
一
種
住
居
専
用
地
域
に
建
て
ら
れ
た
違
反
建
築
物
か
ら
の
深
夜
騒
音
の
規
制
の
要
望
。
（
鹿
児
島
市
）

　
申
出
人
は
昭
和
四
十
九
年
に
低
層
住
宅
を
保
護
す
る
一
種
住
専
に
家
屋
を
新
築
し
た
が
、
半
年
後
に
斜
め
向
か
い
に
「
す
し
本
舗
」
が
敷
地

一
杯
に
店
を
建
て
た
。
こ
れ
は
、
建
ぺ
い
率
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
制
限
と
、
建
築
物
制
限
に
違
反
す
る
。
そ
し
て
二
十
四
時
間
営
業
で
、
材
料
、

製
品
の
搬
入
・
出
の
ト
ラ
ッ
ク
が
深
夜
ま
で
出
入
す
る
た
め
や
か
ま
し
く
て
眠
れ
な
い
。
そ
こ
で
市
民
相
談
室
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
宅
地
を
分

譲
し
た
開
発
公
社
へ
行
け
と
い
わ
れ
、
公
社
で
は
「
店
舗
」
を
建
て
る
こ
と
が
判
っ
て
い
れ
ば
分
譲
し
な
か
っ
た
が
、
す
で
に
建
っ
て
し
ま
っ

た
現
状
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
市
の
建
築
課
で
相
談
す
る
よ
う
に
い
わ
れ
た
。
建
築
課
で
は
「
こ
れ
は
違
反
建
築
物
だ
が
、
今
さ
ら
取

り
壊
わ
せ
と
は
指
導
で
き
な
い
。
」
と
の
こ
と
で
、
そ
の
後
、
再
三
す
し
屋
に
苦
情
を
申
し
入
れ
た
が
一
向
に
聞
き
入
れ
な
い
。
そ
の
後
市
の

公
害
対
策
課
に
相
談
し
た
が
、
公
道
上
の
騒
音
は
規
制
の
方
法
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
調
査
の
結
果
、
①
違
反
建
築
物
は
、
建
築
基
準
法
九
条
に
よ
り
除
却
等
の
是
正
措
置
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
般
的
に
こ
の

種
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
強
行
措
置
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。
②
騒
音
に
つ
い
て
は
「
鹿
児
島
市
民
の
環
境
を
よ
く
す
る
条
例
」
に
よ
る
規
制
は

あ
る
が
、
こ
れ
は
公
道
上
で
の
騒
音
に
は
及
ば
ず
、
た
だ
ト
ラ
ッ
ク
の
騒
音
に
つ
い
て
は
「
騒
音
規
制
法
」
に
よ
る
規
制
は
で
き
る
こ
と
が

判
っ
た
。

　
結
局
、
あ
っ
せ
ん
の
結
果
、
市
建
築
指
導
課
、
公
害
対
策
課
の
指
導
に
よ
り
、
「
す
し
本
舗
」
は
搬
出
入
口
を
別
の
広
い
道
路
側
に
移
し
、

從
業
員
に
騒
音
防
止
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
で
納
得
を
得
た
。
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六
　
事
例
5

ローカル・オンブズマンの試み

（
事
例
5
）
軽
車
両
等
運
送
事
業
の
届
出
書
の
受
理
要
求
に
つ
い
て
。
（
鹿
児
島
市
）

　
昭
和
五
十
九
年
に
申
出
人
は
道
路
運
送
施
行
規
則
（
五
七
条
）
に
基
づ
い
て
、
陸
運
事
務
所
に
軽
車
両
等
運
送
事
業
届
出
書
を
提
出
し
た
。

事
業
内
容
は
、
ワ
ゴ
ン
車
で
生
鮮
食
料
品
を
運
送
す
る
こ
と
及
び
顧
客
が
依
頼
す
る
貨
物
の
運
送
で
あ
っ
た
。
運
送
す
る
の
は
貨
物
だ
け
で

あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
白
タ
ク
行
為
」
は
絶
対
に
し
な
い
し
、
そ
の
た
め
ワ
ゴ
ン
車
の
後
部
座
席
を
取
り
外
し
て
二
人
乗
り
に
改
造
し
た
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
昭
和
六
十
年
に
開
か
れ
た
公
聴
会
で
、
陸
運
事
務
所
は
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
た
。
①
昭
和
五
十
九
年
に
一
業
者
が
ワ
ゴ
ン
車

に
料
金
メ
ー
タ
ー
を
着
け
て
「
白
タ
ク
行
為
」
を
行
な
い
杜
会
問
題
に
な
っ
て
か
ら
、
こ
の
種
の
届
出
は
受
理
し
て
い
な
い
。
②
軽
ト
ラ
ッ
ク

の
よ
う
に
、
運
転
席
と
後
部
荷
台
が
完
全
に
分
離
さ
れ
た
車
で
あ
れ
ば
届
出
を
受
理
す
る
が
、
後
部
座
席
を
取
り
外
し
た
と
い
っ
て
も
、
人
を

運
ば
な
い
保
障
は
な
い
の
で
受
理
し
な
い
。
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
申
立
人
は
陸
運
事
務
所
の
見
解
は
次
の
点
で
納
得
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
違
反
行
為
が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
指

示
を
受
け
て
も
異
議
が
な
い
旨
の
誓
約
書
を
出
し
て
お
り
、
「
白
タ
ク
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
理
由
で
受
理
し
な
い
の
は
不
当
で

あ
る
。
②
現
在
、
一
運
送
会
社
は
後
部
座
席
を
外
し
た
ワ
ゴ
ン
車
で
貨
物
運
送
を
行
な
っ
て
お
り
、
申
出
人
の
営
業
を
認
め
な
い
の
は
不
公
平

で
あ
る
。
③
宮
崎
、
福
岡
、
熊
本
で
は
ワ
ゴ
ン
車
で
貨
物
運
送
を
行
な
っ
て
い
る
。
私
は
会
社
を
辞
め
て
の
転
進
で
あ
り
、
こ
の
ま
・
で
は
生

活
で
き
な
い
の
で
善
処
し
て
ほ
し
い
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
検
討
の
結
果
①
本
件
は
全
国
的
に
社
会
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
運
輸
行
政
の
な
か
で
明
確
な
指
針
を
示
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
②
た
“
、
軽
車
両
運
送
事
業
が
届
出
制
を
と
っ
て
い
る
か
ら
、
届
出
を
受
理
し
な
い
こ
と
が
妥
当
と
い
え
る
か
疑
問
で
あ
る
。
③
陸
運
事

務
所
で
本
件
処
理
の
見
解
を
求
め
た
上
で
実
情
を
本
庁
に
報
告
し
、
運
輸
省
の
早
期
対
策
を
促
す
べ
き
で
あ
る
。
と
の
結
論
に
な
っ
た
。
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そ
の
後
昭
和
六
十
年
二
月
に
、
福
岡
陸
運
局
は
、
軽
車
両
等
運
送
事
業
に
か
・
る
基
準
を
作
成
、
こ
れ
を
受
け
て
陸
運
事
務
所
は
①
使
用
車

両
を
定
員
二
名
以
下
の
貨
物
自
動
車
と
す
る
②
車
体
表
示
に
「
軽
貨
物
タ
ク
シ
ー
」
等
の
紛
ら
わ
し
い
表
示
を
し
な
い
③
運
賃
メ
ー
タ
ー
や
屋

上
灯
を
装
置
し
な
い
等
の
公
示
を
行
な
っ
た
。

七
　
事
例
6

（
事
例
6
）
交
通
事
故
等
に
よ
っ
て
損
傷
し
た
道
路
付
帯
施
設
（
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
）
の
修
復
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
一

般
的
に
は
加
害
者
の
責
任
で
修
復
さ
れ
る
が
、
国
と
県
と
で
は
そ
の
方
法
が
異
な
り
、
国
（
建
設
省
）
で
は
、
ほ
と
ん
ど
自
ら
修
復
を
行
っ
て
、

後
で
加
害
者
に
求
償
し
て
い
る
が
、
県
の
場
合
（
直
轄
国
道
以
外
の
国
道
、
県
道
）
加
害
者
に
修
復
さ
せ
、
自
ら
は
施
工
し
な
い
し
、
施
行
命

令
も
出
さ
な
い
。
そ
の
た
め
県
の
管
理
の
道
路
の
場
合
、
長
期
間
破
損
状
態
の
ま
・
放
置
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
直
轄
国
道
と
同
様
の

方
法
に
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
と
の
申
し
出
で
あ
っ
た
。

　
調
査
の
結
果
、
国
の
方
で
管
理
者
施
行
方
式
を
と
る
の
は
、
二
次
災
害
を
防
止
す
る
た
め
直
ち
に
修
復
す
る
必
要
が
あ
り
、
二
次
災
害
が
発

生
す
る
と
国
家
賠
償
問
題
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
県
の
方
で
原
因
者
施
行
の
方
式
を
と
っ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
、
原
因
者
不
明
の
場

合
は
管
理
者
が
施
行
す
る
が
、
そ
の
時
期
は
定
め
て
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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八
　
事
例
7

（
事
例
7
）
官
有
地
と
民
有
地
の
境
界
の
明
確
化
に
つ
い
て
。
（
大
根
占
町
）

昭
和
二
十
七
年
に
大
根
占
町
で
国
道
二
六
九
号
線
の
付
け
替
え
工
事
が
行
な
わ
れ
、
申
立
人
は
所
有
し
て
い
た
山
林
五
六
四
二
㎡
を
道
路
用



ローカル・オンブズマンの試み

地
と
し
て
提
供
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
買
収
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
、
買
収
道
路
に
接
し
た
山
林
の
一
部
が
、
第
三
者

か
ら
売
却
を
持
ち
か
け
ら
れ
て
、
は
じ
め
て
「
官
有
地
」
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
山
林
に
は
亡
夫
が
植
樹
し
た
と
こ
ろ
が
認
め
ら
れ
る
以
上
、
納
得
で
き
な
い
の
で
、
県
に
対
し
現
地
立
会
い
の
も
と
に
境
界

を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
要
望
し
た
。
県
の
土
木
事
務
所
が
、
法
務
局
で
登
記
簿
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
地
目
が
公
衆
用
道
路
で
所
有
者
欄
は
官

有
地
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
登
記
簿
に
は
表
題
部
し
か
記
載
し
て
な
い
た
め
、
登
記
の
期
日
や
登
記
原
因
な
ど
権
利
の
移
動
は
判
ら
な
か
っ

た
。
昭
和
四
十
七
年
の
国
道
付
替
工
事
の
際
、
道
路
敷
以
外
の
山
林
ま
で
取
り
込
ん
で
買
収
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
当
該
地
は
そ
れ

以
前
か
ら
官
有
地
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
申
出
人
は
い
わ
ゆ
る
公
物
の
時
効
取
得
を
主
張
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
公
物
の
時
効
取
得
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
都
市
公
園
予
定
地

と
水
田
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
た
例
が
あ
る
。

　
し
か
し
、
調
査
の
結
果
、
土
地
台
帳
が
な
い
こ
と
が
判
り
、
申
出
人
は
こ
れ
以
上
の
要
求
は
し
な
か
っ
た
。
本
件
の
よ
う
な
「
官
有
地
」
表

示
登
記
の
土
地
は
県
下
に
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
所
管
を
め
ぐ
っ
て
市
町
村
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

九
　
結
語

　
以
上
の
よ
う
な
苦
情
処
理
等
の
経
験
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ω
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
設
置
の
必
要
は
大
い
に
あ
る
と
考
え
る
が
、
国
単
位
の
も
の
だ
け
で
は
日
本
の
よ
う
な
人
口
が
多
く
、
か
つ
地
域
ご
と
の
特

色
の
強
い
と
こ
ろ
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
ど
う
し
て
も
地
方
単
位
か
、
都
市
単
位
の
ロ
ー
カ
ル
・
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を
置
く

必
要
が
考
え
ら
れ
る
。

ω
現
在
、
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ゲ
ル
ホ
ン
（
ミ
聾
R
O
Φ
臣
o
旨
）
教
授
が
、
最
も
日
本
の
風
土
に
合
っ
た
、
金
の
か
・
ら
な
い
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苦
情
処
理
制
度
で
あ
る
と
称
し
た
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相
談
や
行
政
監
察
等
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
機
能
を
も
っ
て
し
て
も
、

な
お
対
応
が
十
分
と
は
い
え
な
い
こ
と
は
実
例
の
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

⑥
苦
情
の
内
容
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た
切
実
な
問
題
で
、
法
律
問
題
が
多
い
。

㈲
都
道
府
県
、
市
町
村
の
わ
ぐ
を
超
え
て
総
合
的
に
解
決
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
間
題
が
少
な
く
な
い
。

㈲
ロ
ー
カ
ル
の
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
を
、
行
政
と
関
係
の
な
い
、
例
え
ば
地
方
議
会
に
所
属
せ
し
め
る
と
い
う
構
想
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
現

状
で
は
行
政
部
に
所
属
せ
し
め
た
方
が
苦
情
の
解
決
に
は
適
し
て
い
る
と
考
え
る
。

㈲
一
般
的
に
地
域
で
は
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
に
対
す
る
知
識
が
不
足
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
P
・
R
・
の
必
要
性
。

ω
こ
れ
は
地
方
の
問
題
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
私
が
か
つ
て
昭
和
五
十
一
年
の
九
月
に
、
カ
ル
ガ
リ
！
の
北
三
百
キ
ロ
に
あ
る
カ
ナ
ダ

の
ア
ル
バ
ー
タ
州
の
州
都
エ
ド
モ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
の
世
界
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
会
議
（
業
績
目
録
1
5
）
に
出
席
し
た
感
想
は
、
今
や

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
は
そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
っ
て
も
、
世
界
的
潮
流
に
な
っ
て
お
り
、
先
進
諸
国
だ
け
で
な
く
、
開
発
途
上
に
あ
る

国
々
も
こ
の
制
度
を
発
足
せ
し
め
て
い
る
こ
と
。

⑥
以
上
要
す
る
に
行
政
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
の
確
保
す
る
た
め
に
は
こ
の
制
度
が
必
要
で
あ
り
、
地
方
の
間
題
を
考
慮
し
つ
　
、
国
全
体
の

立
場
か
ら
一
層
の
検
討
が
望
ま
れ
る
。

　
注

　
（
1
）
園
部
逸
夫
・
「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
類
型
と
日
本
型
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」
・
「
行
政
管
理
研
究
」
四
〇
号
九
頁
。

　
　
　
同
「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
法
」
一
五
〇
頁
。

　
　
　
渡
辺
栄
文
・
「
ロ
ー
カ
ル
・
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
論
」
・
「
都
市
問
題
」
七
十
巻
1
、
2
、
3
、
4
各
号
、
拙
稿
「
地
方
に
お
け
る
苦
情
処
理
制
度
と
地
方
的

　
　
　
○
ヨ
9
α
ω
馨
磐
に
関
す
る
考
察
」

　
（
2
）
拙
稿
、
「
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
研
究
会
の
日
本
に
お
け
る
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
の
構
想
に
つ
い
て
」
・
鹿
児
島
大
学
「
法
学
論
集
」
十
八
巻
第
～
・
第
二

　
　
　
号
合
併
号
・
六
九
頁
。

　
　
　
　
（
平
成
元
年
四
月
十
四
日
）
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